
ウイルス整肝炎患着 :こ 難する種療賽隣戒の拡充を求める意見書

わが国においてウイルス奎藩炎、特にな饗・む奎響炎め患者が合計 350万

人以上とされるほど蔓延 して t｀ るの :ま 、餞硲鷺みに尋すべき事金によるも肇

であるということ |ま 、舞炎対策基本法や 「特定フィプツプゲン襲藤及び特定

虚液疑難第卜機子響織によるC盤 軒炎感襲被害者を嶽済するための給付金
め寅給に関する警別措置法」、r警建 B贅肝炎サィルス藤染者給付金等舎支総
:こ 鐵する特慾モ措難濠までも確隷されてしヽるところであり、麟鉾逸的贅儀 |ま 覇

確 liな つている.ウ イルス性籍餐患誉:=対する餞療費鋳裁 |ま 、現在、籍炎濠
療特

=り

健進事業として実施 されているが、対禁 となるな華が、B壁 。C警簿
炎レ イルスの減少を露資ヽ とした技 ウイルス績法であるインタープ議燎ン法

薇とB警緩炎命核難アナ難グ難爾治蒙 :こ 織富心れているため、難獲費鶴歳の

対象から外れている患着が籠当数にの :ギ る。時に、経硬変・難がル患者 :ま轟

額の医療鸞を撲雛せぎるを得ないだ :す でなく、疑労不能の方亀多く、生活こ

鰯難を業している.ま た、現在は肝硬変を申心とする鮮疾患も身体障警警轟

祉法上件障害認定 (瞳害者幸帳)の 対象とされ,て いるものの、霧学上の認定
基準がきわめて議 しいため、まくなる壼幾でな :=れ ば議定され,な いといつた

実態が熱書 されるなど、現饉の機葉は、舞炎患覆 i■ 難する生活支援の実効性

を発揮 していないとの指摘がなされているところである_

他方、特定 3整肝炎ウイルス感染者難付奎等の支総 (■ 義する特印1措 置法の

灘楚時 (平成 23年 鷺豊濯)1こ :ま 、「とりわ |す摯豪変及び奪Tが んの憲誉 :こ 対す

る鍾療贅舞感を含む支援中在 1方
'こ

ついで検討を進めること」とゆ難書決議

がなされた, 彗かし、轟 |こ おいて :ま 、暦硬変 `断 がん患者 1■ 対する鑑療費職

成を含む生活~4援 :こ ついて、舞 ら議たな具体鍋措置を構 じて tヽ ない。鮮硬

変・肝がん患者は、毎難 l.20人 以上の方がきくなつており、難議驚助裁を含

む生活支援の実現 iま 、一舞轟種子もない譲題である。

よって、本議会 :ま 、下議事項を実現するよう強く要聾する.

譲

i ウイル ス性摯崚変・響がん I~係 ろ麗罐費幾裁騨度を理講す春こと
2_身体鐘害者饉機法上の鮮難畿構客 :■ よる身体障害者手譲の認定基準を緩
熟 し、患議の実態 :こ 応 した課定群輩にすること

以上、逸方 自治注第 99粂「 )湧 電 :こ よ 摯意 見書を撻 鐘 します。
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